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第２回 嘉麻市子ども・子育て支援会議 会議録 

 

１．審議会等の名称  第２回嘉麻市子ども・子育て支援会議 

２．開催日時     令和５年９月６日（水）１９時００分～ 

３．開催場所     嘉麻市役所本庁 ５階 委員会室２ 

４．公開又は非公開  公開 

５．非公開の理由（会議を非公開とした場合のみ） 

６．出席者 

（１）委  員 

会 長 垂見 直樹 

副会長 佐竹 正利 

委 員 春口 勇介、齊藤 由子、原田 留美子、石井 直彦 

    深見 隆行、井上 久仁香、大滝 知幸、赤間 秀人 

   （欠席：亀川 千尋、永水 秀明） 

（２）執行機関 

   こども育成課 課長 廣谷 友紀、課長補佐 山本 和代 

課長補佐 洞ノ上 敦、保育総務係長 内山 優子 

保育総務係 瓜生 花織 

   子育て支援課 課長 柴田 きよみ、課長補佐 永島 祐樹 

          家庭・教育相談支援係長 橋本 多恵 

 （３）調査協力機関 

株式会社サーベイリサーチセンター 下村 直輝 

７．傍聴人数（会議を公開した場合のみ） ０人 

８．議題及び審議の内容 

  〇開会 

〇議事 

【議 題】 

  （１）子どもの生活状況調査について 

  （２）子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査について 

  （３）その他 

【審議の内容】 

  （１）子どもの生活状況調査について 

    事務局から資料１により説明し、質疑応答を行った。 

（会 長）調査結果を公開する予定はあるのか。 

（事務局）調査の結果については、小学生の結果と中学生の結果を公表する予定。 

（会 長）国の調査結果との比較等を通じて、嘉麻市の現状の一端が明らかとなることを期
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待する。 

 

  （２）子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査について 

    事務局から資料２により説明し、質疑応答を行った。 

（委 員）配布が１０月上旬、回収が下旬ということで、およそ何日から何日までを調査実

施期間と考えているか。 

（事務局）子育て支援事業計画ニーズ調査については、１１月上旬予定。１ヶ月程度の回答

期間を設けたい。国から今回の調査に対する指針等がまだ示されておらず、前回

と大きな変更がある場合、修正の必要があるため、スケジュールが変わる可能性

もある。 

（委 員）今年２月、嘉麻市子ども会指導者連合会で小学生児童のいる全家庭にアンケート

調査を行ったところ、調査期間が長すぎると回収率が低下すると感じた。また、

学校によって、取り組み方や回収の仕方が違う為、最初に徹底することで回収率

向上に繋がると思われる。 

（事務局）締め切りについては、短いと回答者に迷惑をかけてしまうのではないかという考

えがあるものの、今回の意見も参考にしたいと思う。回収に関しては、教育委員

会に協力を依頼し、各学校に協力してもらえるよう、誠心誠意取り組みたいと考

えている。また、WEB上での回答も可能とする予定であり、回答者には若い世代

が多く、紙の調査票への記入よりも簡潔に行えることから、回収率が上がること

を期待している。 

（会 長）前回の調査では回収率が高く、学校、保育園、幼稚園の先生方の協力があってか

らこそだと思っている。今回も回収率の向上に努めるようお願いしたい。 

（委 員）嘉麻市こども計画はどの程度のものを想定しているのか。これから子育てをする

若い世代を含めた市民の多くが、こども計画が策定されようとしていることを

知らないと思われる中で、嘉麻市の子育て支援について PRする必要もあるので

はないかと考える。どこまでを対象とし、嘉麻市こども計画を表に出そうとして

いるのか。 

（事務局）ご指摘の通り、こども計画に対する認知度は低いと認識している。今年度中に国

から、こども大綱及びこども計画の策定指針が示されると認識。国が示すこども

大綱と策定指針を参考にし、来年度、嘉麻市こども計画を策定していく予定。少

子化対策、子ども若者計画、貧困対策推進計画、本件支援事業計画を一体のもの

とし策定し、こども計画にしたい。来年度には新たな審議会の策定も検討してい

る。 

（委 員）国が一律的に示す調査項目だけでなく、嘉麻市独自の要素も考えていく必要があ

る。もっと広い視野を持ち、こども計画を作っていかなければいけないと感じた。 

（事務局）こども計画については、嘉麻市の子ども施策全体に横串を通すような計画とする
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ことで、市が実施している事業を市民の皆様に分かりやすく伝えていくよう努

力したい。 

（会 長）今まで、事業計画を策定するという役割を担っていた子ども・子育て支援会議が、

今回は子ども計画の一部になるということで、審議会の在り方等を検討してい

るとのことだが、役割分担はまだはっきりとは決まっていないということでい

いか。 

（事務局）現時点では、子ども計画の詳細な策定指針が確認できないため、その辺りを勘案

しながら、新たな審議会を作成するかを検討中。今年中にはその方向性が見えて

くると認識。 

 

  （３）その他 

     事務局から資料３により説明実施。 

     事務局から次回会議の日程について連絡。 

     ・次回の日程は、９月２１日木曜日の１９時からを予定。 

      今回、資料と一緒に開催通知を手元に配布。 

     ・子育て支援事業計画ニーズ調査の調査票案に対する意見については９月１５

日まで受付。 

（会 長）こども計画については、こども大綱及び都道府県の計画策定によって左右される

ところがあり、今までは事業計画の策定を担っていたこの会議の在り方も変わ

ってくる可能性があるということで、嘉麻市の子育て環境がより良いものにな

るように努めてまいりたい。 

９．閉会 

10．配布資料 

  〇会議次第 

 〇資料１ 子どもの生活状況調査に関する資料一式 

  〇資料２ 子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査に関する資料一式 

  〇資料３ 災害発生時等における保育所の臨時休園等の基準の策定状況（近隣自治体） 

   

   

 


